
・'.

文
正
岡
却
六
月
二
+
一

u
H
姉
言
語
都
筑
物
路
岨
n
u吻

H
一
問
一
口
峰
付
》

奉セ+ニ喜事E事一掠

才T 哩聖日ー-F司~'"手三三芳日間宮

1

1

1

1

a

司

i
l割
問

圏

、

論

叢

一
般
枇
曾
串
の
概
念

経
済
静
態
に
つ
い
て

目

的

税

論

保

険

さ

偶

然

抱
凪

苑

計
算
貨
幣
ご
交
換
貨
幣

経
済
法
の
概
念

雄
概

希
臓
現
代
の
経
済
摩

大
戦
中
の
仇
蘭
西
の
通
貨

フ
ォ
ン
・
ベ
ロ
ウ
教
授
を
憶
ふ

調
越
都
市
の
財
政
統
計

録

-
丈
皐
博
士

文
畑
中
博
士

法
川
下
博

-vh

制
仙
川
吊
博
士

拘

済

串

士

細
川
油
引
用
下
士

怯

mv

士

開

済

明

士

制
桝
肌
千
士

-
抑
制
油
開
明
博
士

米
田
庄
太
郎

保

局

神

戸

正

雄

小
島
昌
太
郎

高

田

f需品高

木 7r

文孝

ま住 ?台

山
ロ
正
太
郎

島

本

融

上
田
藤
十
郎

抄

見

Ji¥5 



第
二
十
七
巻

三

一ー
一

第
一
組

大
戦
中
の
仰
蘭
西
の
通
貨

烏

本

融-

最
近
ポ
ア
ン
カ
レ

1
内
閣
の
通
貨
政
策
を
調
べ
る
に
嘗
っ

て
大
戦
中
の
倒
閣
四
の
通
貨
事
情
主
顧
み
る
機
舎
を
何

7
9
b
 

た
。
職
前
比
較
的
健
全
た
通
貨
止
せ
ら
れ
て
ゐ
た
法
貨
を
今

日
の
如
き
事
情
民
軍
ら
し
め
た
第
一
白
原
閑
は
何
と
官
つ
で

も
峨
争
で
泣
け
れ
ば
た
ら
泊
。

戦
時
財
政
ピ
通
貨
の
膨
服

職
争
の
錦
花
北
財
政
に
指
し
い
創
刷
酬
を
受
け
た
事
は
各
交
戦

固
と
も
同
じ
で
あ
っ
た
o

只
仰
耐
四
は
戦
前
よ
り
毛
の
財
政
に

著
し
い
依
陥
の
存
在
し
て
ゐ
た
事
・
占
民
ち
拠
品
ず
の
中
心
的
地
位

に
立
た
ね
ば
た
ら
・
な
か
っ
た
事
、
重
要
た
産
業
地
域
主
侵
害
さ

そ
の
程
度
に
於
て
減
官
苦
し
き
も
の
が
あ

っ
た
c
職
争
中
白
旗
算
の
献
態
を
示
せ
ば
，
択
の
如
く
で
あ
る
。

れ
た
事
等
の
鏡
花
、

Expose des motifs dn projet du budget 1923に蹴る1) 

、
一........"..，-i 



一一

一
丸
一
四
年

一
九
一
五
年

一
丸
一
大
年

一
丸
一
七
年

一丸一

λ
年

-a百
回

歳

一
旗
山
総
額

足
一
に
封

T@不

一
足
の
割
台

百
剖
副
判
l

l

l

叫「

点
、
一
占
車
2

4

克
・
耳

一七、九
j

4

A

一色-

豆一、九一均一

A
H・
点

字
A
、
回
話
事

A
A
・一

見
、
金
A

A

A

・口

一
岡
田
、
同
一
一
旦
八
四
-
I

由
一
哨
肌
間
一
一
弔

ー
ト
主
る
し
崎
体
ト

一
世
田

毘
、
表
二
内
、
一
A

一日

再
円
、
器
用
量
的
、
み
し
見
ニ

一
志
、
重
-
豆
、
量
一
一

此
の
如
宮
E
額
の
不
足
を
淵
す
誌
に
選
ば
れ
た
手
段
は
第
一

に
側
蘭
間
銀
行
上
り
の
借
入
で
あ
る
。
同
行
が
政
府
に
貸
上
金

を
成
す
事
は
帯
名
た
先
例
の
存
す
る
所
で
あ
っ
て
、

JL 

年
十
一
月
十
一
日
の
協
定
に
於
て
も
此
点
に
就
い
て
は
規
定
を

見
た
。
そ
の
協
定
政
一
丸
二

O
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
そ
の

効
力
を
有
す
る
筈
で
あ
っ
て
、
銀
行
は
之
に
よ
り
て
動
員
の
節

は
二
十
九
億
法
主
園
家
の
用
に
供
す
る
義
務
を
負
っ
て
居
た
。

然
し
消
費
さ
れ
た
戦
費
が
最
初
上
り
徐
り
巨
大
で
あ
っ
た
の
で

此
額
で
は
も
は
や
充
分
で
な
か
っ
た
。
そ
と
で
一
九
一
四
年
九

月
二
十
一
日
比
新
協
討
が
結
ば
れ
(
企
士
一
月
二
十
六
日
承
認
)

猶
三
十
一
憶
を
提
供
す
る
事
在
な
っ
た
。
そ
れ
で
惚
額
六
十
億

雑

録

大
職
中
の
働
瑚
聞
の
掴
貨

-
Kな
っ
た
。
然
し
此
額
は
順
究
機
繍
的
に
増
加
せ
ら
札
、
銀
行

務
費
行
の
制
限
額
も
貸
上
金
限
度
の
繍
振
に
比
例
し
て
自
働
的

に
高
め
ら
れ
た
。
之
等
に
伴
っ
て
貸
上
金
及
び
銀
行
券
殺
行
商

の
官
数
も
著
し
い
増
加
を
示
し
た
白
は
官
ふ
迄
も
泣
い
町
。
法
に

紙
鮮
に
よ
る
通
貨
膨
張
が
起
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
倒
蘭
四
政
府
は
同
様
の
目
的
の
篇
に
多
額
の
公
債
を
泰

集
し
た
。
己
れ
に
よ
り
で
は
通
貨
白
膨
張
は
超
ら
広
か
っ
た
だ

ら
弓
か
。
之
等
の
政
府
笹
倉
が
銀
行
に
て
割
引
せ
ら
れ
、
そ
の

際
預
金
貨
幣
の
創
設
せ
ら
る
h
事
に
よ
り
通
貨
膨
張
心
超
る
事

血
考
へ
得
る
所
で
あ
る
。
然
し
倒
閣
四
に
あ
っ
て
は
小
切
手
の

使
用
が
他
闘
に
比
し
て
愛
濯
し
て
ゐ
た
か
っ
た
か
ら
、
此
白
原

因
年
よ
る
通
貨
膨
張
は
少
か
っ
た
の
で
は
-
泣
い
か
止
場

ρ丸
れ

る
。
此
の
聞
の
事
情
を
覗
ム
篇
に
主
嬰
信
用
銀
行
の
業
績
を
掲

げ
る
。
{
車
位
百
高
法
}

一
、
制
引
手
形
及
世
間
陣
詑
都

切タ

ネデ

苧I-:it

i丘二
室 副7'

~ 12二
" I li-
Z 九
三年-

.e三二
よ 七 一

J 年-

3λ一
亘弘
一

第
二
十
七
容

ζエ

第

観

伸蘭岡韻行の '9憶に劃してアルヂエリ銀行に E億円協定あり合しで 30憶主た
る軒算て・あった。
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華骨

俸

大
職
中
の
働
瑚
問
白
語
貨

， - ー 品 開 司 担I

三
?
"
ま
一
望
、
i

h
H
U
一円
H
M
・一一、

8
『
里

工
商
壷
臥
一
一
層
寸
旦

融

行

一

」

見重要
ーーコー一二三一~:....

吾妻霊
-'宝ー一主主一三五『

ー ヲ 九 回

t:=) :;，";!; .s 

一三ヨι一-~~ミー

玉美韮
一主ー-=--.!.ータ一一

三善
Z ロ

J、
'"t ，、

ニ
.
常
座
預
金
及
び
其
他
預
金

一
一
九
一
一
一
九
一
一
九
一
一
一
九
一
↑
一
九
一
一
!
?
丸
一

一
三
年
一
四
年
一
五
年
一
六
年
一
l
t

年一
λ

年

げ

U

ザ
ィ
・
一
三
一
口
、
一
一
、
妻
、
巴
、
妻
、
ニ
弓
宕
弓
=
、
明
君
、
一
ι、
妻
、
白

日山山吉ゼキ一一、
h

克一、一一、口
A

一
、
量
発
一
、
主
一
一
一
A

、一一、完寸寸一、一口一

A

h
H計
打
H
M
・
一
一
、
同
一
『
且
一
、
口
同
一
、
号
、
口
室
、
吾
、
z
元、主一、
A
H
A
、
吉
、
口
三
、
A

Z
間
金
融
↑
召
豆
、
且
一
吉
、
一
一
ニ
A

J

一一一輩、
A

-

豆
、
ニ
旦
壁
、
一

銀

行

一

G
a
z
-
-
J
Z
」

z
z
J
i
-
-
」ニ三一一-一

E-E一

右
の
撒
宇
に
よ
れ
ば
、
全
く
粗
雑
な
翻
祭
で
あ
る
が
、
却
で
激

し
い
信
用
制
肢
の
行
は
れ
た
の
を
知
る
事
が
で
き
る
。
即
ち
預

金
貨
幣
に
よ
る
泊
貨
膨
践
は
行
は
れ
た
と
し
て
も
飴
親
後
の
事

に
属
す
る
の
で
は
な
い
か
。

然
ら
ば
公
債
の
募
集
は
領
金
貨
幣
の
創
設
を
伴
は
な
い
場
合

に
は
通
貨
の
膨
張
は
全
く
起
ら
な
い
か
。
か
a
A

る
場
合
に
は
通

貨
の
膨
張
付
起
ら
在
い
主
主
張
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が

備
蘭
西
の
場
合
に
は
必
中
し
も
然
う
断
言
し
得
た
い
や
う
で
あ

• 

第
二
十
七
巻

第

掠

四

四

る
o
卸
ち
死
蔵
貨
幣
に
し
て
貨
幣
と
し
て
の
職
能
を
休
止
し
て

ゐ
た
部
分
の
動
員
の
行
は
れ
た
事
、
及
び
倒
蘭
聞
に
就
て
特
に

注
目
す
べ
き
、
流
動
公
債
が
貨
幣
的
職
能
を
有
し
て
居
た
止
の

事
官
を
考
慮
す
る
時
は
、
此
場
合
に
も
或
程
度
の
通
貨
膨
張
は

起
さ
れ
、
既
畿
の
通
貨
膨
張
は
或
程
度
に
於
て
繍
大
さ
れ
た
ル
」

考
へ
ら
れ
る
。
只
或
論
者
(
さ
の
如
〈
そ
の
程
度
を
過
大
服
す

る
事
は
挫
け
た
い
主
思
ム
。

匙
回
。
〈
百
】
V
m
q
r
E
S
E
-戸
耳
目
》

-
E
G訟
の
》

E
E
n

s-戸骨片岡
O
戸

a
o
F
骨
2
m
由
。
害
百
円
。
。
同
県
民
向
5
5《
(
輔
署
名
)
な

る
論
文
に
よ
れ
ば
仰
白
椛
動
債
山
職
能
を
比
較
し
哉
の
如
〈
言
。
て

ゐ
る
「
:
:
要
す
る
に
岡
昭
詑
券
は
白
耳
識
に
於
て
位
個
人
山
取

引
に
は
拍

r依
則
さ
れ
て
ゐ
な
い
@
之
に
反
L
て
仰
醜
聞
に
て
ほ
園

防
控
券
が
暗
E
週
貨
た
る
の
臓
飴
を
蹴
ピ
て
ゐ
る
と
首
ふ
事
は
何
人

も
容
躍
す
る
師
別
で
あ
る
。
要
す
る
に
倒
防
霞
裁
は
地
方
の
不
動
S
鴎

桂
内
場
合
に
も
支
抑
手
段
、
と
し
て
判
別
せ
ら
札
、
大
両
胞
の
向
品
取

引
に
も
現
金
に
代
用
せ
ら
れ
る
か
ら
、
調
貨
膨
版
。
一
大
袈
葉
止
し

て
之
E
看
倣
ナ
ζ

と
が
で
a
g
φ

。
H
そ
の
程
度
を
明
示
L
得
た
い
の

み
で
あ
る
。
故
に
備
胸
間
に
於
て
悶
防
置
歩
が
枕
温
性
に
欠
乏
L
て

居
た
な
ら
ば
寄
人
は
今
日
に
比
し
克
に
多
額
白
油
貨
を
艶
行
せ

f
る

を
得
な
か
っ
た
で
あ
、
b
う
」
と
。
守
u
守
l
S
仰
同
論
文
の
言
ふ
既
に

よ
れ
ば
門
担

=
E
M
も
闘
防
薩
券
を
以
て
「
獲
製
せ
る
貨
帯
」
(
日
。
干

seit Ausbruch des Weltkrieges. {1914-1935} !1.:> Bankenstatistikに按るo

FrancoIs Marsal， La politique 自nanClcret 11l0n自由問 de la France 
(Comptes rendus des seances de la semaine de la monnaie，ιII )lJln 

192~ ・ p. 476-477) 
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S
『
骨
岡
戸
広
0
}
と
看
僻
し
て
ゐ
る
と
官
品
。

e
u
aミ

輔一

通
貨
膨
脹
己
物
煩

惜
別
白
畑
き
通
貨
の
膨
張
に
潤
し
て
通
貨
の
慣
値
は
如
何
た
る

事
情
に
あ
っ
た
か
。
そ
の
点
に
就
い
て
先
づ
通
貨
の
劉
内
債
値

の
方
面
を
物
僚
の
費
動
に
よ
り
て
考
察
し
ゃ
う
。
只
普
通
物
慣

の
費
動
を
知
る
に
は
物
償
指
数
に
よ
ら
る
L

の
で
あ
る
が
、
物

慣
指
数
そ
の
も
の
L
性
質
に
就
い
て
の
疑
を
脱
し
・
温
営
た
る

一
般
物
慣
指
数
に
よ
れ
ば
物
慣
の
費
動
の
大
剛
帽
を
知
り
得
る
も

内
・
と
仮
定
す
る
也
、
僻
蘭
珂
の
物
慣
指
数
は
甚
だ
不
完
全
で
あ

っ
て
克
介
そ
の
目
的
に
適
し
た
い
ゃ
う
で
あ
る
の

V

故
に
も
止
よ

hv
之
を
以
て
充
分
完
全
た
b
k考
へ
る
の
で
な
い
が
、
出
γ
は
米

岡
商
務
省
及
び
戦
時
産
業
局
調
製
の
仰
蘭
西
物
慣
指
披
を
採
用

鎌

犬
職
中
の
働
蘭
闘
の
通
貨

し
て
、
通
貨
の
膨
張
主
比
較
し
て
み
る
。

闘
に
よ
り
て
之
を
示
し
て
見
る
と
、
銀
行
券
議
行
高
の
増
加

は
物
慣
騰
貴
よ
り
や
ム
そ
の
程
度
が
強
い
ゃ
う
で
あ
る
が
、
此

白
点
に
ほ
注
意
す
べ
き
事
情
が
存
在
す
る
。
町
ち
そ
れ
は
職
前

に
於
け
る
硬
貨
の
流
通
で
あ
る
。
そ
の
額
を
推
測
す
る
事
は
誠

梯

倒蘭西に1足、ける通貨膨張主物関

一一一一一ーー一←一一ー・ーーーー1

-錦町.曹司事
令。争時膚骨ιjIt-

-蜘滑稽畢丈

， 
/ 

J ， ， ， 
ID'-f:， 

脚

陣

個
考
、
銀
行
券
瑳
行
高
及
び
政
府
貸
上
金
は
#
月
末
叫
在
高
P
L

よ
り

}
九
一
四
年
七
月
の
盛
-
位
向
を
一

0
0
・
と
せ
る
相
監
で
あ
る
。

第
二
十
七
巻

ー
五

第
一
貌
凶
一
一
一
Z

五

画商!同組

一
此指針は上抱閣官鴎ιて側闘回統計局毎月設去の四十四1回心貨物。個持によ

り職前十=ヶ月間白平均倒格;， 100 !せる個椅指取を翻挫し之をそ四大rJ、再
より配列し、第ニ十二位 :&.r'第=十三世由平均を'lo<D月の物倒指針主をz色

白てある。 (Federalreservc bulletin， June 1. 1919" P・543-6)
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雑

録

大
験
中
の
備
蘭
困
の
掴
貨

約 忙
四困
十難
億 で
ま長 ‘あ
註'd?そ
} 羽、

と 、

す帽
る t
と に
宮或
は る

論
者
の
愉
十
品
企日
〈

之
監
大

開
戦
首
時

ρ通
貨
は
略
k

百
億
法
主
左
り
、
然
も
関
野
後
金
貨
は
直
ち
に
、
銀
貨
も
少
し

〈
後
れ
て
交
易
尽
か
ち
を
白
委
を
泊
し
た
L
F一
考
へ
ら
る

h

か

ι、
前
掲
国
表
に
於
け
る
通
貨
膨
張
白
曲
帥
酬
の
如
昔
も
艶
化
を

来
し
、
超
貨
の
膨
眠
、
物
慣
騰
貴
止
の
聞
に
は
犬
鶴
一
致
の
傾

g
 

向
-E
見
る
の
で
あ
る
。
此
の
点
は
近
時
一
部
論
宥
の
所
謂
、
イ

ン
フ
レ
イ
U
ヨ

y
の
初
期
に
於
て
は
、
通
貨
膨
張
の
曲
線
が
物

慣
騰
貴
の
曲
線
を
上
廻
る
占
の
蹄
納
的
説
明
の
砂
〈
も
備
蘭
西

の
場
合
に
は
精
確
な
ら
ざ
る
を
臥
は
し
め
る
。

陸
右
の
外
同
じ
〈
職
前
白
硬
貨
拙
諸
に
つ
き
C

は
」
『
自
r
o
z

岳
・
間
内
出
島
町
内

NR
寸
宮
司
町
内
山

2
0
t
ι
2・
凹

C
M
は=一

o、丸

償
法
な
る
評
倒
走
し
で
ゐ
る
。
何
れ
も
括
顕
在
合
ま
な
い
。
之
に
劃

し
て
毛
I
9
ス
・
バ
レ
ー
の
「
紙
僻
白
常
設
及
び
死
識
と
物
倒
崎
貴
と

の
醐
係
」
(
大
祖
師
省
剖
査
月
報
第
九
巻
川
円
四
二
頁
)
に
は
死
践
を
合
品

て
五
十
六
億
法
と
な
し
て
ゐ
る
。

然
替
の
釘
付
政
策

法
の
封
内
債
怖
は
右
陀
述
べ
る
如
き
騰
貴
を
た
し
て
ゐ
る
。

第
ニ
十
七
巻

第

韓

".・/、

= 
穴

土 度 之
れ はを
ば誠 他
、にの

法手著賭
の レ し 図
書 苦い に
外も 比

患の較
古"し

は あ て
之る一見
に 。U)る

従 故 主
つに
てか 倣
下の越
落購 で
を 買 友
み力 い
fJ: 4'- :IJ; 

〈 憤 そ
で 訟 の
はに 程

&
ら
ぬ
や

h

つ
で
あ
る
。

叉
他
聞
そ
の
針
外
収
支
を
見
る
に
、
帥
蘭
西
位
戦
前
著
名
危

債
椛
闘
で
あ
っ
て
、

一九

O
丸

l
一
三
年
の
五
ヶ
年
聞
に
於

τ

は
.
ヴ
ィ
♂
プ
ル
貿
易
(
金
銀
を
合
む
)
の
入
超
平
均
一
、
四
五

八
百
寓
法
に
上
っ
た
の
に
封
し
、
海
外
投
資
よ
り
生
中
る
牧
入

は
て
七

O
O百
高
法
、
運
賃
収
入
二
一
五
百
寓
法
、
観
光
客

収
入
六
二
五
百
禽
法
、
共
他
一
五

O
百
寓
法
に
上
っ
た

J

勿
論

之
に
劃
し
て
、
支
挽
勘
定
忙
於
て
併
図
証
鮮
に
駒
す
る
外
周
人

投
資
自
利
息
等
が
存
在
し
て
ゐ
る
が
、
山
間
少
く
も
年
一
、

O
百
寓
法
に
遣
す
る
新
資
金
主
得
、
之
を
海
外
忙
再
投
資
す
る

事
が
で
き
た
o

然
る
に
開
戦
以
来
一
丸
一
四

l
一
八
年
の
五
年

間
に
就
い
て
之
を
見
る
に
事
情
は
著
し
く
麹
化
し
て
ゐ
る
。
即

ち
此
五
年
聞
の
図
際
貸
借
は
資
本
輸
肉
入
を
除
け
ば
次
の
如
く

"
 

で
あ
る
。
(
車
位
宵
高
法
}

O 

7) aftalion; Monnaie， prix et change. p. JO 

si 前梅、金融番員脅報骨 p.3'3 
的 Aftalionよ褐議問頁。
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崎一一一一戸』嗣

貿

易

差

額

劃
植
民
地
貿
易
差
制

金
融
輸
出
入
超
過

外
刷
旋
行
者
出
資

外
岡
軍
隊
白
泊
費

海

運

枚

入

保

険

牧

入

温
温
貿
易
枚
入

『

受

取

甑

刺
子
〈
支
抑
街

戸
政
府
支
抑
制

計

支
抽
勘
定

四
七
二
一

λ
凹

て
C
C
O

七
八
二

四
九
、

O
穴
式

、
受
取
勘
定

=
、
三
一
丸

二
、
附
三
八

一、
0
0
0

λ
、
六
五

O

五
、
ニ

0
0

一一一
0
0

一
二
五

一、
O
一
0
0

回
虫
、
換
旬
、

即
ち
と
れ
は
従
来
の
主
要
受
取
項
目
た
り
し
利
子
枇
入
が
、
露

=一
O
、
一
三
ニ

巴
爾
斡
等
の
扱
飢
》
及
び
戦
時
中
行
は
れ
た
る

4
 

所
有
外
図
上
級
証
務
の
海
外
資
却
制
守
に
よ
り
、
杜
絶
乃
至
減
少

せ
る
に
よ
る
の
?
あ
っ
て
、
右
の
資
本
輸
出
入
を
除
け
る
計
算

に
よ
れ
ば
一
八
、
九
三
間
百
高
法
白
友
梯
超
過
占
言
ム
事
に
な

り
、
そ
の
上
戦
時
中
聯
合
図
政
府
へ
貸
付
け
た
る
九
、
九

O
六

百
寓
法
(
全
じ
く
冨
4
E
t
氏
に
強
る
)
の
資
本
輸
出
を
加
ふ

る
時
は
二
入
、
八
四

O
百
寓
訟
の
支
掛
超
過
と
た
っ
て
ゐ
る
。

錐

大
職
中
山
側
醐
聞
の
掴
貨

雑

事
情
何
れ
も
斯
く
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
震
替
は
一
見
犬
な

る
下
背
骨
を
な
す
を
挫
け
得
ざ
る
如
〈
考
へ

ιる
1

の
で
あ
る

が
叫
例
へ
ば
今
紐
育
市
場
陀
就
い
て
之
を
見
る
に
、
職
争
の
勃

稜
・
と
全
時
虻
未
曾
有
の
騰
貴
を
恋
し
、
そ
れ
が
一
丸
一
四
年
末

に
は
下
落
し
初
め
、
モ
の
後
ゃ
っ
占
下
落
佐
観
け
た
が

は
一
丸
一
六
年
四
月
起
に
一
六
ー
す
仙
に
建
し
た
の
み
で
あ

る
。
而
じ
て
共
後
相
場
に
結
く
べ
き
安
定
を
示
し
、
宇
つ
L

と
戦

時
を
通
じ
て
一
七
仙
見
営
に
止
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
之
如
何
・
な

る
理
由
に
よ
る
か
。
即
ち
外
園
資
本
白
轍
入
に
上
り
、
所
謂
釘

付
政
策
を
行
ザ
た
る
に
よ
る
陀
外
注
ら
丘
い
占
考
へ
ら
れ
る
。

然
ら
ば
そ
の
釘
付
政
策
井
削
何
に
行
は
れ
た
か
。
此
の
経
過

を
二
期
に
分
つ
事
が
で
き
る
第
一
附
は
工
士
五
年
四
月
よ

り
一
丸
一
七
年
四
月
に
至
り
、
第
二
期
は
米
閣
参
戦
上
り
一
九

一
九
年
一
一
一
月
に
及
ぶ
。
此
雨
期
に
於
て
釘
付
政
策
白
宣
行
方
法

に
於
い
て
異
れ
る
点
を
見
る
の
で
あ
る
。
第
一
期
に
於
て
は

E

大
た
る
海
外
購
入
の
封
慣
は
一
部
は
倒
繭
阿
が
諸
外
闘
に
て
獲

得
せ
る
信
用
に
よ
り
、

-
部
は
英
仰
共
同
八
官
僚
の
殻
行
に
よ

り

狛
一
部
は
英
国
国
庫
よ
り
交
付
さ
れ
た
る
弗
貨
商
業
手
形

第
二
+
七
巻

一
三
七

第

捜

一
三
七

.. ， 
tt 
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輸

雌

フ

占

有

y

・4
n
E
q
政
授
を
惜
ふ

恒一

に
よ
り
決
構
さ
れ
た
。
第
二
期
に
於
て
は
米
闘
は
消
極
的
援
助

の
地
位
E
捨
て
九
積
極
的
K
法
及
び
碕
の
聾
慣
の
純
持
に
協

力
を
惜
ま
ざ
る
事
L
C
た
っ
た
。
即
ち
米
同
政
府
は
仰
蘭
西
政
府

K
E輔
の
直
接
貸
借
を
左
す
事
止
た
っ
た
。
そ
の
欄
は
一
九
-

七
年
五
月
よ
り
恥
九
二
O
年
九
月
ま
で
の
聞
に
二
、
丸
九
七
、
阿

七
七
、
八

O
o
hに
及
び
+
日
開
問
針
米
職
債
の
主
要
部
分
と

し
て
建
っ
て
ゐ
る
。

卸
ち
以
上
の
如
宮
外
岡
資
本
の
槍
入
の
方
法
に
よ
り
、
封
外

支
掛
の
必
聞
置
を
支
排
し
た
る
事
一
九
駒
田
同
替
の
釘
付
を
た
し
得
た

る
所
以
で
あ
る
。
職
需
の
終
結
後
此
の
人
鵠
的
方
策
の
不
可
髄

止
た
る
や
、
由
申
附
む
}
血
便
し
た
る
の
み
た
ら
や
・
之
が
却
っ
て

法
第
替
の
描
阻
主
た
っ
た
事
は
了
解
し
易
音
所
で
あ
ら
う
。


